
京
都
少
年
鎚
別
所
は
、
京
都
大
学
の
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
程
近
い
、
京
都
市
左
京
区
の
鴨
川
東
岸
の
市
街
地
に
あ
る
。
下
鴨
神
社
そ
ば
に
あ
る
京
都
家

~
 

ヽ

は

じ

め

に

年
度
）
専
門
涼
習
A
.
B
の
受
講
生
及
び
平
成

京
都
少
年
鑑
別
所
の
見
学
は
、
平
成
二
0
年
（
二
0
0
八
年
）

〔
資
料
〕

浪
速
少
年
院
（
五
五
巻
六
号
）

宇
治
少
年
院
（
五
六
呑

一
号）

京
都
医
療
少
年
院
（
五
六
巻
四
号
）

――
―
垂
刑
務
所
（
五
七
巻

一
号）

宮
川
医
療
少
年
院

（
五
七
巻
四
号
）

神
戸
刑
務
所
（
五
七
巻
五
号
）

岩
同
刑
務
所
（
五
七
巻
六
号
）

京

都

刑

務

所

（
五
八
巻
二
号
）

阿
武
山
学
園
（
五
八
巻
四
号
）

姫
路
少
年
刑
務
所

（五
九
巻
五
号
）

交
野
女
子
学
院
（
五
九
巻
六
号
）

京
都
少
年
鑑
別
所
（
本
号
）

今
回
は
、
京
都
少
年
鑑
別
所
の
様
子
を
紹
介
す
る
。
京
都
少
年
鑑
別
所
は
、
少
年
鑑
別
所
の

―
つ
で
あ
る
。
京
都
府
内
唯
一
の
少
年
鑑
別
所
で
あ
る
。

-
]
月
に
、
大
学
院
生

一
名
に
加
え
て
、
私
の
担
当
す
る
平
成
二

0
年
度

（二

0
0
八

年
度
（
二

0
0九
年
度
）
専
門
洞
習
I
の
受
講
予
定
者
の
う
ち
、
希
望
者
を
引
率
し
て
行
な
っ
た
。

施
設
見
学
記
録
⑫

京
都
少
年
鑑
別
所

永

田 五
四

憲
（
ニ
ニ
ニ
）

史



施
設
見
学
記
録
⑫
京
都
少
年
鑑
別
所

京
都
少
年
鑑
別
所
の
現
庁
舎
は
、
昭
和
四
五
年
(
-
九
七
0
年
）
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
全
国
の
少
年
鑑
別
所
の
庁
舎
の
中
で
最
も
古
い
。

京
都
少
年
鑑
別
所
は
、
原
則
と
し
て
京
都
府
内
で
事
件
を
起
こ
し
た
少
年
を
収
容
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
保
護
者
の
居
住
地
の
管
轄
で
あ
る
家
庭
裁

判
所
で
審
判
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
保
護
者
が
京
都
府
内
在
住
で
あ
っ
て
、
京
都
家
庭
裁
判
所
で
審
判
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
他
の
都

ま
ず
、
施
設
の
概
要
や
鑑
別
の
内
容
な
ど
を
所
長
か
ら
お
話
い
た
だ
い
た
後
、
所
長
及
び
庶
務
課
長
の
案
内
で
所
内
の
見
学
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
質

二
、

処

遇

の

内

容

の
う
ち
最
も
重
要
な
収
容
鑑
別
に
つ
い
て
延
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

京
都
少
年
鑑
別
所
の
収
容
定
員
は
七
七
名
で
あ
り
、
少
年
鑑
別
所
と
し
て
は
中
規
模
で
あ
る
。
近
年
、
収
容
者
数
が
収
容
定
員
の
半
数
を
超
え
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
い
。
例
え
ば
、
平
成

一
九
年
（
二
0
0七
年
）
に
は
、
最
も
多
い
と
き
で
も
、
四

一
人

（五
三
％
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
単
独
室
で
の

処
遇
を
原
則
と
し
て
お
り
、
集
団
室
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

平
成

一
九
年

（二

0
0七
年
）

五
五

一
般
少
年
鑑
別
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
以
下
で
は
、
特
記
な
き
限
り
、
少
年
鑑
別
所
の
役
割

の
新
規
収
容
者
数
は
五
二
六
人
で
、
こ

の
う
ち
、
女
子
少
年
は
四
――一人

（八
％
）
で
あ

っ
た
。
女
子
少
年
比
の
全
国
平

均
が
約

ニ
―
％
で
あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
や
や
低
い
割
合
に
留
ま
っ
て
い
る
。

平
成

一
九
年

（二

0
0
七
年
）
に
お
け
る
送
致
事
由
別
に
見
る
と
、
全
体
及
び
男
子
少
年
の
場
合
、
窃
盗
、
暴
行
・
傷
害
、
道
路
交
通
法
違
反
の
順
で

多
い
。
女
子
少
年
の
場
合
、
窃
盗
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
迎
反
、
暴
行
・
偽
害
の
順
と
な

っ
て
い
る
。

少
年
の
家
族
関
係
を
見
る
と
、
実
母
の
み
が
四

0
%
、
実
父
母
が
三
五
％
、
実
父
が

ニ
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
実
父
母
が
い
る
事
例
が
減
少
し
、

少
年
鑑
別
所
は
、
収
容
鐙
別
、
在
宅
鑑
別
、
依
頼
鑑
別
、

疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
た
。

道
府
県
で
事
件
を
起
こ
し
た
少
年
で
あ
っ
て
も
、
収
容
し
て
い
る
。

庭
裁
判
所
ま
で
は
、
約
八

0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。

（ニ

―
二
）



多
い
。

の
違
い
で
あ
る
。

度
選
択
し
て
い
る
。

神
科
医
が

:
名
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
は
事
務
職
員
を
含
め
て
二
九
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
観
設
を
担
当
し
、

H
常
生
活
全
般
を
通
し
て
行
動
観
察
を
行
な
う
法
務
教
官
が

一
五
名

（う
ち
女
性

一
名
）
、
考
査
を
担
当
し
、
心
理
学
の
知
見
に
甚
づ
き
鑑
別
方
針
の
設
定
を
行
な
い
、
心
理
検
査
や
鑑
別
面
接
を
行
な
う
鑑
別
技
官
が
六
名

（う
ち
女
性
三
名
）
、
身
休
検
査
、
健
康
診
断
、
診
察
、
治
療
を
行
な
う
医
務
を
担
当
す
る
医
官
が
二
名
で
あ
る
。
医
官
の
内
訳
は
、
内
科
医
が

一
名
、
精

原
則
と
し
て
、
午
前
七
時
起
床
、
午
後
九
時
就
寝
と
し
て
い
る
。
収
容
前
に
は
、
昼
夜
逆
転
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
少
年
が
多
い
た
め
、
規
則
正
し
い

生
活
を
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
日
中
は
、
読
書
、
絵
画
、
パ
ズ
ル
な
ど
の
課
題
の
実
施
、
各
種
の
検
査
、
面
会
、
運
動
、
清
掃
等
が
日
課
と
な
っ

て
い
る
。
夜
間
は
、
日
記
や
手
紙
を
書
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
が

一
日

．
時
間
認
め
ら
れ
て
い
る
。
番
組
は
施
設
側
で
あ
る
程

こ
の
よ
う
に
、
規
則
正
し
い
生
活
を
行
な
う
と
と
も
に
、
職
員
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
受
容
的
に
傾
聴
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

H

常
生
活
と
切
り
離
さ
れ
た
落
ち
浩
い
た
環
境
と
い
う
「
場
の
力
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
少
年
に
対
し
て
診
断
へ
の
動
機
付
け
を
行
な
い
、
少
年
の
問
題

性
を
発
見
し
、
少
年
自
身
が
自
己
の
問
題
性
に
気
付
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
受
容
的
・
非
指
示
的
で
あ
る
点
が
少
年
院
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

入
所
後
、
数
日
間
は
、
精
神
的
に
落
ち
浩
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
自
殺
等
の
危
険
性
が
高
い
た
め
、
教
官
室
の
近
く
に
収
容
し
、
注
意
を
払
う
こ
と
が

少
年
法
等
の
改
正

（平
成

□

歪
出
雀
姦
”
[
幽
二
号
）
に
よ
り
、
観
護
措
置
期
間
が
最
長
四
週
問
か
ら
最
長
八
週
問

（少
年
法
．
七
条
三
項
、
四
項
、

九
項
）
に
伸
長
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
当
所
で
も
否
認
事
件
な
ど
で
約
八
週
間
収
容
し
た
例
が
散
見
で
き
る
。
証
人
尋
問
等
で
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
、
心
情
の
安
定
に
留
意
し
て
い
る
。
個
別
面
接
等
を
手
序
く
行
な
い
、
動
静
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
ま
た
、

鑑
定
留
置

（少
年
法
-

四
条
・
刑
訴
法

一
六
七
条
）

の
場
合
も
、
精
神
的
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
同
様
に
心
情
の
安
定
に
留
意
し
て
い
る
。

実
母
の
み
の
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。

関

法

第

六

0
巻

一
号

五
六

（
二
]

-
）



施
設
見
学
記
録
⑫

京

都
少
年
鑑
別
所

保
護
者
等
と
の
面
会
は
、
平
日
は
毎

u可
能
で
あ
る
。
中
に
は
毎
日
面
会
に
訪
れ
る
保
護
者
も
い
る
。

多
数
を
占
め
て
い
る
。

五
七

入
浴
は
週
三
回
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
夏
季
に
は
シ
ャ
ワ
ー
を
利
用
で
き
る
日
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

連
動
は
、
男
女
に
分
け
て
行
な
っ
て
い
る
。
男
子
少
年
は
女
子
少
年
に
比
ぺ
て
数
が
多
い
た
め
、

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
最
近
、
運
動
を
し
た
く
な
い
と
い
う
少
年
が
少
な
く
な
い
た
め
、
運
動
に
代
え
て
、
土
い
じ
り
な
ど
を
す
る
よ
う
促
す
こ
と
も
あ

共
犯
の
少
年
に
つ
い
て
は
、
接
触
し
な
い
よ
う
、
入
浴
や
連
動
の
時
間
を
ず
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
生
は
、
悪
風
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
中
学
生
以

冷
暖
房
は
な
い
。
夏
季
に
は
、
大
型
の
扇
風
機
を
廊
ド
に
置
き
、
通
風
を
良
く
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

衣
類
は
官
給
で
あ
る
。
青
色
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
消
用
す
る
。
ド
着
の
み
自
弁
が
可
能
で
あ
る
。

毛
髪
に
つ
い
て
指
示
は
行
な
わ
な
い
。
禅
判
を
控
え
て
、
保
護
者
等
か
ら
髪
を
黒
く
染
め
る
よ
う
差
入
が
な
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

義
務
教
育
を
受
け
て
い
る
少
年
に
対
し
て
は
、
義
務
教
育
の
機
会
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
保
護
者
等
に
よ
り
差
入
れ
ら
れ
た
教
科
書
や
学
習
書
等

の
利
用
、
施
設
備
付
け
の
ド
リ
ル
等
の
利
用
、
外
部
講
師
に
よ
る
補
習
で
対
処
し
て
い
る
。
外
部
講
師
に
よ
る
補
習
は
、
月
に
二
回
、
英
語
と
数
学
を
希

睾
者
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
る
。
英
語
に
つ
い
て
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
覚
束
な
い
少
年
も
少
な
く
な
く
、
数
学
に
つ
い
て
は
小
学
校
の
算
数
の
段
階
か

（ニ

―0
)

一
回
の
面
会
時
間
は
初
度
に
は

一
時
間
程
度
認

ら
蹟
い
て
い
る
少
年
が
多
い
。
例
え
ば
、
分
数
の
計
算
が
分
か
ら
な
い
少
年
が
多
い
。
学
校
の
勉
強
に
は
付
い
て
い
け
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
少
年
が
大

外
と
接
触
し
な
い
よ
う
、
入
浴
や
運
動
の
時
間
を
ず
ら
し
て
い
る
。

る
。

1
0
人
ぐ
ら
い
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
行
な
っ

一
度
に
五
人
乃
至
六
人
ず
つ
入
浴
し
て
い
る
。

食
事
は
、

＿―-
食
と
も
、
外
部
の
業
者
か
ら
の
弁
当
で
賄

っ
て
い
る
。

別
結
果
通
知
書
で
示
さ
れ
る
処
遇
意
見
は
、
審
判
の
結
果
と
七
割
乃
至
八
割
程
度

一
致
し
て
い
る
。

作
成
に
あ
た

っ
て
、
社
会
調
査
の
結
果
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
致
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、
鑑
別
結
果
通
知
書
の

法
務
教
官
、
鑑
別
技
官
、
医
官
に
よ
り
、
判
定
会
談
が
開
か
れ
、
そ
の
結
論
を
受
け
て
、
鑑
別
技
官
に
よ

っ
て
鑑
別
結
果
通
知
書
が
作
成
さ
れ
る
。
鑑



め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
以
後
は
、
原
則
と
し
て
二
0
分
乃
至
三
0
分
程
度
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
面
会
室
が
二
部
屋
し
か
な
い
た
め
で
あ
る
。
面

会
を
待
っ
て
い
る
他
の
保
護
者
が
い
な
い
場
合
に
は
、
面
会
時
間
を
伸
長
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
収
容
さ
れ
て
い
る
少
年
の
保
護
者
等
が
京
都
府
北

部
在
住
で
遠
方
で
あ
る
な
ど
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
、
土
曜
日
や
日
曜
日
の
面
会
も
認
め
て
い
る
。

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て

一
般
少
年
鑑
別
も
行
な
っ
て
お
り
、
年
間
五

0
件
乃
至
六

0
件
の
依
頼
が
あ
る
。
母
親
か
ら
非
行
の
初
期
の
段
階
で

ま
ず
、
審
判
室
、
い
わ
ゆ
る
出
張
審
判
廷
を
見
学
し
た
。
少
年
が
治
療
中
な
ど
の
理
由
て
家
庭
裁
判
所
に
押
送
し
て
審
判
を
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い

場
合
に
、
月
に

一
回
乃
至
二
回
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
審
判
室
は
手
狭
で
、
少
年
法
等
の
改
正

（平
成
二

0
年
法
律
第
七
己
万
）

に
よ
り
、
被
害
者
等
の
少
年
審
判
の
傍
聴
が
可
能

（少
年
法
二
二
条
の
四
）
と
な
っ
た
も
の
の
、
被
害
者
等
が
傍
聴
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
取
れ
な
い

次
に
、
入
退
所
室
を
見
学
し
た
。
少
年
は
入
所
す
る
と
す
ぐ
に
こ
こ
で
官
給
の
ジ
ャ
ー
ジ
に
芯
替
え
る
。
ま
た
、
審
判
期
日
に
出
頭
す
る
際
に
は
、
こ

続
い
て
、
調
査
室
を
見
学
し
た
。
こ
じ
ん
ま
り
し
た
部
屋
に
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
置
か
れ
て
い
た
。

ま
た
、
面
接
室
を
見
学
し
た
。
調
査
室
と
ほ
ぼ
同
じ
作
り
で
、
少
年
が
鑑
別
技
官
の
面
接
を
受
け
て
い
る
の
が
垣
問
見
え
た
。

さ
ら
に
、
医
務
室
を
見
学
し
た
。
公
立
の
小
中
学
校
の
保
健
室
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
の

一
般
少
年
鑑
別
に
利
用
さ
れ
る
柑
談
室
を
見
学
し
た
。
二
人
が
け
の
ソ
フ
ァ

ー
が
二
つ
置
か
れ
て
い
た
。

最
後
に
、
寮
と
呼
ば
れ
る
少
年
の
牲
ら
す
二
階
建
て
の
建
物
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
見
学
し
た
。
少
年
が
在
室
し
て
お
り
、
少
年
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権

こ
で
自
己
の
衣
類
に
滸
替
え
る
。

た
め
、
改
装
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

建
物
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
印
象
を
強
く
受
け
た
。

の
依
頼
が
多
い
。

三
、

施

設

の

様

子

関

法
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施
設
見
学
記
録
⑫
京
都
少
年
鑑
別
所

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

五
九

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
住
宅
が
密
集
す
る
地
域
で
あ
り
、
建
て
替
え
が

保
護
の
た
め
、
内
部
は
見
学
で
き
な
か
っ
た
。
居
室
は
、
刑
務
所
等
の
居
室
に
類
似
し
て
お
り
、
三
畳
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
と
板
の
間
で
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
ト
イ
レ
、
流
し
台
、
テ
レ
ビ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
机
が
あ
る
こ
と
、
ベ
ッ
ド
は
な
く
、
布
団
を
敷
い
て
就
寝
す
る
こ
と
等
の
説
明
を
受
け

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
矮
正
施
設
に
は
珍
し
く
、
芝
生
で
あ
り
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
外
に
は
マ
ン

シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ん
で
お
り
、
運
動
中
の
少
年
の
姿
が
容
易
に
見
え
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
過
去
に
は
、
収
容
中
の
少
年
の
知
人
が
周
辺
の

マ
ン
シ
ョ
ン
に
侵
入
し
、
廊
下
か
ら
収
容
中
の
少
年
に
声
掛
け
を
行
な
っ
た
た
め
、
警
察
へ
通
報
す
る
事
態
も
発
生
し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

面
接
室
で
鑑
別
技
官
か
ら
面
接
を
受
け
て
い
る
少
年
の
姿
を
垣
間
見
た
が
、
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
少
年
に
比
べ
て
、
落
ち
着
き
が
な
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
段
階
の
少
年
の
内
面
に
四
週
間
乃
本
土
八
週
間
で
踏
み
込
み
、
鑑
別
結
果
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
な
こ
と
で
あ
る
と
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

少
年
が
少
年
鐙
別
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
期
間
は
短
い
も
の
の
、
少
年
の
改
善
•
更
生
の
土
台
を
作
る
た
め
に
、
少
年
鑑
別
所

建
物
は
相
当
老
朽
化
し
て
お
り
、
建
て
替
え
の
必
要
性
が
窺
わ
れ
た
。
現
在
地
は
、

ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
不
透
明
な
部
分
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
家
庭
裁
判
所
に
近
い
場
所
に
少
年
鑑
別
所
が
位
置
す
る
こ
と
は
、
家
庭

裁
判
所
調
査
官
の
調
査
や
稗
判
の
際
の
少
年
の
押
送
の
効
率
性
の
観
点
か
ら
、
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
早
急
に
ス
ム
ー
ズ
に
建
て
替
え
が
な
さ
れ
る

御
多
忙
の
折
、
参
観
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
所
長
及
び
庶
務
課
長
は
じ
め
職
員
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

四
、
惑

想

な
お
、
面
会
室
は
使
用
中
で
あ
っ
た
た
め
、
見
学
で
き
な
か
っ
た
。

（二
0
八）


